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問
題
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祖

田

亮

次

【
要
約
】
　
ボ
ル
ネ
オ
島
北
西
部
に
位
置
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
で
は
、
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
大
規
模
な
環
境
改
変
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で

は
、
二
〇
世
紀
前
半
～
半
ば
の
小
農
に
よ
る
ゴ
ム
の
植
栽
ブ
ー
ム
、
一
九
六
〇
年
代
～
二
〇
世
紀
末
の
商
業
的
木
材
伐
採
、
一
九
九
〇
年
代
～
現
在
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
商
業
植
林
と
い
う
環
境
改
変
の
歴
史
と
そ
の
問
題
点
を
、
土
地
利
用
・
土
地
行
政
の
観
点
か
ら
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
九

八
○
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
破
壊
が
世
界
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
し
て
頻

繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
後
、
現
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る
土
地
問
題
が
終
息
に
向
か
わ
な
い
ま
ま
、
世
界
的
な
甲
屋
を
失
っ
た
背
景
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
二
巻
一
号
　
二
〇
〇
九
年
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

ボ
ル
ネ
オ
島
北
西
部
に
位
置
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
（
以
下
、
サ
ラ
ワ
ク
）
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
に
、
商
業
的
木
材
伐
採
に
よ

る
森
林
破
壊
の
最
前
線
と
し
て
欧
米
や
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、
世
界
中
に
「
環
境
問
題
」
を
喚
起
す
る
象
徴
的
存
在
と

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
環
境
問
題
」
が
顕
在
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
サ
ラ
ワ
ク
に

お
け
る
森
林
破
壊
が
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
相
対
的
に
弱
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
大
規
模
な
環
境
改
変
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
実
際
に
は
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
報
道
が
少
な
く
な
っ

た
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
も
、
木
材
伐
採
に
変
わ
る
形
で
の
森
林
開
発
が
加
速
し
て
お
り
、
環
境
を
め
ぐ
る
問
題
は
終
息
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
ま
で
の
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
環
境
改
変
の
歴
史
を
、
土
地
利
用
・
土
地
行
政
の
観
点
か
ら
概
観
し

た
上
で
、
一
九
八
○
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
一
時
的
に
世
界
の
注
目
を
浴
び
な
が
ら
も
、
問
題
の
本
質
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
、

そ
の
注
目
を
失
っ
て
い
っ
た
背
景
と
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

サ
ラ
ワ
ク
の
環
境
改
変
前
史

マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問題」（祖田）

　
サ
ラ
ワ
ク
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
他
の
植
民
地
と
比
較
す
る
と
異
色
の
歴
史
的
背
景
を
持
つ
。
～
九
世
紀
前
半
ま
で
ボ
ル
ネ
オ
島
北
西
部
に
お

け
る
支
配
権
を
持
っ
て
い
た
の
は
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
度
重
な
る
土
候
の
反
乱
に
手
を
焼
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
冒
険
家
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
に
内
乱
平
定
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
が
成
功
し
た
見
返
り
と
し
て
、
現
在
の
州
都
ク
チ
ン
市
付
近
の
土
地
が
ブ
ル
ッ
ク
に

譲
渡
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
一
八
四
一
年
に
サ
ラ
ワ
ク
で
初
め
て
の
白
人
王
（
ラ
ジ
ャ
）
と
な
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
は
、
そ
の
後
、
先
住
民
と
の
戦

争
お
よ
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ス
ル
タ
ン
と
の
交
渉
を
繰
り
返
す
中
で
領
土
を
拡
大
し
て
い
き
、
｝
九
〇
五
年
に
現
在
の
サ
ラ
ワ
ク
州
の
領
域
を
得
る

に
至
っ
た
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
ブ
ル
ッ
ク
家
三
代
に
よ
る
サ
ラ
ワ
ク
支
配
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
占
領
期
を
含
め
て
一
〇
〇
年
以

上
に
わ
た
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た

直
後
の
一
九
四
六
年
、
第
三
代
ラ
ジ
ャ
の
ヴ
ァ
イ
ナ
i
・
ブ
ル
ッ
ク
は
そ
の
支
配
権
を
手
放
し
、
サ
ラ
ワ
ク
は
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
サ
ラ
ワ
ク
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
に
加
盟
し
て
、
行
政
的
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ラ
ワ
ク
州
と
な
っ
た
（
図
一
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
な
植
民
地
の
歴
史
を
持
つ
サ
ラ
ワ
ク
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
山
地
民
や
焼
畑
罠
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
植
民
地
化
さ
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れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
、
交
易
を
通
じ
た
外
部
社
会
と
の
関
係

　
　
　
　
　
②

を
持
っ
て
い
た
。
一
八
～
一
九
世
紀
の
交
易
に
お
い
て
、
サ
ラ

ワ
ク
の
内
陸
先
住
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

た
の
は
、
非
木
材
森
林
産
物
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
当
時
す
で

に
交
易
の
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
ボ
ル
ネ
オ
で
は
、
内
陸
先
住
民

と
、
華
人
や
マ
レ
ー
人
、
ブ
ギ
ス
人
な
ど
の
商
人
と
の
あ
い
だ

で
、
す
で
に
物
々
交
換
あ
る
い
は
現
金
と
の
交
換
が
頻
繁
に
行

わ
れ
て
お
り
、
内
陸
先
住
民
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ

ど
孤
立
し
た
社
会
に
生
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
ブ

ル
ッ
ク
の
到
来
が
、
そ
う
し
た
森
林
産
物
の
輸
出
に
拍
車
を
か

け
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
一
九
世
紀
後
半
の
段
階
で
、
サ
ラ
ワ
ク
の
官
報
に

は
、
輸
出
目
的
の
採
集
に
よ
る
特
定
森
林
産
物
の
枯
渇
を
懸
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
報
告
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
あ
る
種
の

「
環
境
問
題
」
が
浮
上
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
特
定
地
域
に
お
け
る
特
定
森
林
産
物
の
問
題

で
あ
り
、
き
わ
め
て
局
地
的
で
限
定
的
な
「
環
境
問
題
」
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ボ
ル
ネ
オ
の
先
住
民
は
、
基

本
的
に
は
、
熱
帯
雨
林
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
高
さ
に
依
存
し
た
形
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で
資
源
収
奪
的
な
土
地
利
用
を
行
い
、
特
定
領
域
に
お
け
る
資
源
が
枯
渇
し
た
り
、
土
地
が
脆
弱
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
新
た
な
場
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

求
め
て
移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
市
川
が
言
う
よ
う
に
、
森
林
か
ら
特
定
産
物
を
採
集
す
る
活
動
は
、
従
来
の
先
住
民

の
森
林
利
用
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
生
業
の
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
局
地
的
な
環
境
の
変
化
は
、
ボ
ル
ネ
オ
全
体
あ
る
い
は
サ
ラ

ワ
ク
全
体
と
し
て
は
、
特
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
少
な
く
と
も
、
限
定
的
な
森
林
産
物
の
採
集
が
、
森
林
景
観
そ
の
も

の
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
各
種
商
品
作
物
の
導
入
が
進
む
に
つ
れ
て
、
大
規
模
な
森
林
環
境
の
改
変
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以

下
で
は
、
二
〇
世
紀
以
降
の
、
環
境
改
変
と
呼
び
う
る
大
規
模
な
森
林
景
観
の
変
化
を
概
観
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ゴ
ム
の
植
栽
（
第
二
章
）
、

木
材
伐
採
（
第
三
章
）
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
カ
シ
ア
植
林
（
第
四
章
）
と
い
っ
た
人
為
的
な
環
境
改
変
で
あ
る
。
そ
し

て
、
第
五
章
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
「
環
境
問
題
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

①
マ
レ
…
シ
ア
連
邦
全
体
の
面
積
は
、
三
十
三
・
○
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

　
日
本
の
国
土
面
積
の
お
よ
そ
八
七
％
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
半
島
部
（
マ

　
レ
ー
半
島
）
と
島
転
部
（
ボ
ル
ネ
オ
島
）
に
二
分
さ
れ
る
国
土
を
持
つ
。
そ
の
う

　
ち
サ
ラ
ワ
ク
州
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
北
西
部
に
位
置
し
、
一
二
・
四
万
平
方
キ
ロ

　
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
占
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
最
大
の
州
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
半
島
部
全
体
の
諏
積
（
一
三
・
二
万
平
方
キ
ロ
メ
…
ト
ル
）
に
匹
敵
す
る
広
さ
で

　
も
あ
る
。
サ
ラ
ワ
ク
の
先
住
民
と
し
て
は
、
二
〇
以
上
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
存

　
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
最
大
多
数
は
イ
バ
ン
人
で
、
サ
ラ
ワ
ク
の
総
人

　
口
二
〇
七
万
一
千
五
〇
今
入
の
約
二
九
・
一
％
を
占
め
、
つ
い
で
華
入
（
二
五
・

　
九
％
）
、
マ
レ
ー
人
（
二
二
・
三
％
）
、
ビ
ダ
ユ
人
（
八
・
○
％
）
、
ム
ラ
ナ
ウ
人

　
（
五
・
五
％
）
と
い
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
続
く
。

②
ボ
ル
ネ
オ
北
西
部
の
現
地
住
民
と
華
人
と
の
交
易
の
歴
史
は
紀
元
前
に
ま
で
遡

　
る
と
さ
え
琶
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ル
ネ
オ
を
め
ぐ
る
交
易
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次

　
の
文
献
を
参
照
。
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④
市
川
昌
広
、
二
〇
〇
八
、
う
つ
ろ
い
ゆ
く
サ
ラ
ワ
ク
の
森
の
一
〇
〇
年
一
多

　
様
な
資
源
利
用
の
単
純
化
、
秋
道
智
彌
・
市
川
晶
広
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
森
に
何

　
が
起
こ
っ
て
い
る
か
一
熱
帯
竪
林
と
モ
ン
ス
ー
ン
林
か
ら
の
報
告
㎞
人
文
書
院
、

　
四
五
一
六
四
頁
。
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ニ
　
ゴ
ム
の
普
及
と
先
住
民
社
会

（一

j
　
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
の
導
入

　
東
南
ア
ジ
ア
は
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
、
世
界
の
ゴ
ム
生
産
の
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
で
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
九
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ゴ
ム
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
サ
ラ
ワ
ク
だ
け
で
も
約
二
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ゴ
ム
面
積
を
有
し
て

　
②

い
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
ゴ
ム
栽
培
の
歴
史
は
一
九
世
紀
末
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
自
動
車
産
業
が
急
成
長
し
た
時
期
と
も

重
な
り
、
タ
イ
ヤ
需
要
の
拡
大
が
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ゴ
ム
の
普
及
に
拍
車
を
か
け
た
。
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
も
、
マ
レ
ー
半
島
に
や
や
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
て
一
九
〇
五
年
に
ゴ
ム
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
面
積
は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
大
規
模
な

人
為
的
環
境
改
変
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
園
拡
大
の
最
大
の
特
徴
は
、
小
農
（
そ
の
多
く
は
内
陸
焼
畑
先
住
民
）
に
よ
る
小
規
模
栽
培
が
中
心
と
な

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
サ
ラ
ワ
ク
を
支
配
し
て
い
た
ブ
ル
ッ
ク
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
資
本
の
流
入
を
警
戒
し
、
大
規
模
な
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
造
成
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
。
そ
の
～
方
で
、
焼
畑
を
中
心
的
な
生
業
と
し
て
き
た
内
陸
先
住
民
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会

や
農
業
局
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
ゴ
ム
栽
培
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
華
人
が
経
営
す
る
ゴ
ム
園
で
自
然
発
芽
し
た
苗
木
を
無
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
ら
い
受
け
て
、
自
分
の
土
地
に
移
植
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
サ
ラ
ワ
ク
で
は
、
内
陸
で
焼
畑
を
営
む
先
住
民
に
よ
っ
て
ゴ
ム
の
植
栽
・
生
産
が
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
内

陸
先
住
民
の
生
活
変
化
の
面
で
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
意
昧
を
持
っ
て
い
た
。
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（
二
）
　
ゴ
ム
を
め
ぐ
る
社
会
関
係

マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問・題」（祖田）

　
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
生
産
は
、
焼
畑
を
中
心
的
な
生
業
と
す
る
内
陸
先
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭

以
降
、
ゴ
ム
が
最
も
重
要
な
商
品
作
物
で
あ
り
現
金
収
入
源
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
ゴ
ム
の
国
際
価
格
の

変
動
が
内
陸
先
住
民
の
生
活
に
直
接
的
に
影
響
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
ゴ
ム
・
ブ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
中
で
、
年
に
よ
っ
て
は
供
給
過
剰
に
陥
る
こ
と
も
多
く
、
し
ば
し
ば
国
際
的
な
生
産
調
整
が
行
わ
れ
た
。
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
も
、
国
際
協

定
を
受
け
て
、
ブ
ル
ッ
ク
政
府
が
先
住
民
の
ゴ
ム
生
産
を
厳
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
古
老
た
ち
は
記
憶
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゴ
ム
の
市
場
価
格
が
高
騰
し
た
時
期
に
は
、
稲
作
を
中
断
し
て
ま
で
ゴ
ム
の
樹
液
採
取
に
明
け
暮
れ
る
人
々
も
い
た
が
、
価
格
が
急
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
り
、
ゴ
ム
生
産
か
ら
得
ら
れ
る
現
金
収
入
に
頼
っ
て
主
食
の
コ
メ
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
先
住
民
た
ち
が
、
結
果
と
し

て
貧
困
に
苦
し
む
と
い
う
事
態
も
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
た
。

　
ゴ
ム
栽
培
は
、
内
陸
先
住
民
に
と
っ
て
、
社
会
的
な
意
味
で
も
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
町
の
華
人
商
店
主
と
内
陸
先

住
民
と
の
あ
い
だ
の
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
の
成
立
で
あ
る
。
先
住
民
が
生
産
す
る
ゴ
ム
は
、
多
く
の
場
合
、
近
隣
の
町
の
華
人
商

店
が
買
い
取
っ
て
き
た
。

　
サ
ラ
ワ
ク
で
は
、
人
ロ
千
人
に
も
満
た
な
い
内
陸
の
小
さ
な
町
で
さ
え
、
華
人
経
営
の
雑
貨
店
が
い
く
つ
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

石
鹸
や
缶
詰
、
調
味
料
、
乾
燥
食
品
、
農
薬
、
肥
料
、
タ
バ
コ
、
大
工
道
具
な
ど
、
B
常
生
活
で
必
要
な
商
品
の
大
部
分
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
雑
貨
店
が
小
さ
な
町
に
い
く
つ
も
存
在
し
て
お
り
、
扱
っ
て
い
る
商
品
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
な
お
か
つ
、
ど
の
店
も
ゴ
ム
の
取

引
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
の
町
を
初
め
て
訪
れ
た
人
の
多
く
は
、
な
ぜ
同
じ
業
態
の
小
規
模
な
店
舗
が
潰
れ
る
こ
と
な
く
い
く
つ

も
存
在
し
て
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
華
人
と
先
住
民
と
の
あ
い
だ
に
築
か
れ
た

パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
あ
る
。
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先
住
民
た
ち
が
町
で
買
い
物
を
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
ゴ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
を
売
却
す
る
と
き
に
は
、
特
定
の
店
で
の
売
買
を
決

め
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
華
入
商
人
に
よ
る
「
掛
け
売
り
」
の
ル
ー
ル
（
「
ツ
ケ
」
の
容
認
）
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ

て
、
現
金
収
入
の
限
ら
れ
て
い
た
先
住
民
は
、
町
で
コ
ー
ヒ
ー
や
砂
糖
、
塩
な
ど
の
日
用
品
を
買
う
に
も
十
分
な
現
金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
商
店
主
は
、
「
ツ
ケ
」
に
よ
る
商
品
購
入
を
許
容
す
る
代
わ
り
に
、
彼
ら
の
生
産
す
る
ゴ
ム
を
そ
の
店
以
外
で

は
売
ら
な
い
、
何
か
を
買
う
場
合
も
他
の
店
に
は
行
か
な
い
、
と
い
う
約
束
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
先
住
民
は
、
商
品
の

代
金
を
後
日
ゴ
ム
で
返
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
華
人
商
店
主
は
、
「
先
住
民
を
絹
手
に
商
売
を
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

め
る
場
合
に
、
現
金
な
ん
て
必
要
な
い
」
と
さ
え
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
先
住
民
た
ち
は
、
「
ツ
ケ
」
に
よ
る
日
用
品
購
入
と
、
借
金
返
済
と
し
て
の
ゴ
ム
の
持
ち
込
み
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
町
の

特
定
の
華
人
商
店
に
縛
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
関
係
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
店
主
だ
ち
の
あ
い
だ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
顧
客
」
の
奪
い
合
い
を
し
な
い
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
に
降
り
て
き
た
自
分
の
「
顧
客
」
に
は
時
々
食

事
を
出
し
た
り
、
日
帰
り
で
帰
れ
な
い
人
た
ち
に
は
夜
の
軒
下
を
提
供
し
た
り
し
て
、
先
住
罠
た
ち
と
の
個
人
的
関
係
の
維
持
に
も
配
慮
し
て

い
た
。
こ
う
し
て
華
人
商
店
主
だ
ち
は
、
＝
疋
の
「
顧
客
」
を
確
保
し
、
そ
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
い
く
つ
も
の
雑
貨
店
が
小
さ
な
町

で
共
存
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ゴ
ム
は
、
華
人
商
店
主
に
対
す
る
、
内
陸
先
住
民
の
緩
や
か
な
従
属
性
を

も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
現
金
で
の
取
引
が
盛
ん
に
な
る
と
同
時
に
薄
れ
て
き
た
が
、
多
く
の
先
住
民
は
、

現
在
で
も
行
き
つ
け
の
雑
貨
店
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
お
り
、
掛
け
売
り
や
農
産
物
取
引
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。

　
移
動
式
焼
畑
農
業
を
基
本
的
生
業
と
し
て
き
た
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
先
住
民
た
ち
は
、
植
昆
地
髪
以
前
は
、
十
年
～
数
十
年
単
位
で
の
集
落
移

転
を
頻
繁
に
繰
り
返
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ッ
ク
政
府
に
よ
る
移
住
の
制
限
に
加
え
、
ゴ
ム
と
い
う
永
年
性
の
商
品
作
物
の
導
入
に
よ
っ

て
、
特
定
の
土
地
に
執
着
す
る
形
で
の
永
住
生
活
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
町
の
華
人
商
人
と
の
世
代
を
超
え

た
関
係
が
構
築
さ
れ
、
そ
の
こ
と
も
先
住
民
の
移
動
を
抑
制
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
　
放
置
さ
れ
る
ゴ
ム

マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問題」（祖田）

　
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
先
住
民
の
多
く
は
、
古
く
か
ら
焼
畑
に
よ
る
陸
稲
栽
培
を
行
っ
て
き
た
。
ゴ
ム
の
導
入
は
彼
ら
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
が
、
焼
畑
を
完
全
に
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
焼
畑
の
サ
イ
ク
ル
の
中
に
、
ゴ
ム
の
栽
培
・
生
産
が
う
ま

く
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
の
小
農
に
よ
る
ゴ
ム
栽
培
は
、
多
く
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
移
動
式
焼
畑
農
業
と
｝
体
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
も
そ
れ
は
該
当
し
た
。
サ
ラ
ワ
ク
で
通
常
の
焼
畑
を
行
う
場
合
、
十
分

に
休
閑
期
間
を
お
い
た
二
次
林
を
開
き
、
陸
稲
栽
培
に
一
～
ニ
シ
ー
ズ
ン
利
用
し
た
後
は
、
数
年
か
ら
数
十
年
放
置
し
て
植
生
の
圓
復
を
待
つ
。

し
か
し
、
先
住
民
の
あ
い
だ
に
ゴ
ム
が
浸
透
し
て
か
ら
は
、
陸
稲
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
焼
畑
跡
地
（
休
閑
地
）
に
次
々
と
ゴ
ム
が
植
え
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
が
も
っ
と
も
活
発
化
し
た
の
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
需
要
が
拡
大
し
た
一
九
五
〇
年
代
初
頭
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
期
以
降
も
一
九
九
〇
年
代
後
半
ま
で
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
園
の
面
積
は
緩
や
か
な
拡
大
を
続
け
た
。

　
先
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
世
界
の
ゴ
ム
生
産
・
輸
出
の
大
半
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
担
っ
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で

は
、
策
南
ア
ジ
ア
全
体
に
お
け
る
ゴ
ム
の
植
栽
面
積
（
約
｝
九
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
う
ち
、
サ
ラ
ワ
ク
の
ゴ
ム
園
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

（
約
二
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
生
産
量
で
い
え
ば
、
サ
ラ
ワ
ク
の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い

状
態
が
続
い
て
き
た
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
ワ
ク
は
、
そ
の
広
大
な
植
栽
面
積
に
比
し
て
、
き
わ
め
て
低
い
生
産
性
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
サ
ラ
ワ
ク
に
は
、
先
住
民
が
植
え
た
ゴ
ム
園
の
う
ち
、
何
十
年
も
の
あ
い
だ
、
一
度
も
樹
液
採
取
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
ゴ
ム
園
が
か
な
り
の
広
さ
で
存
在
し
て
い
る
。
村
の
農
業
労
働
人
口
を
考
え
て
も
、
明
ら
か
に
過
剰
な
ゴ
ム
園
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
園
の
拡
大
は
、
先
住
民
の
土
地
保
有
認
識
と
も
関
係
し
て
い
た
。
焼
畑
跡
地
に
ゴ
ム
を
植
え
る
こ
と
は
、

自
分
の
土
地
の
境
界
を
明
示
す
る
と
い
う
効
果
を
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
焼
畑
に
利
用
し
た
土
地
を
休
閑
さ
せ
て
十
数
年
が
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経
過
す
る
と
、
二
次
林
が
成
長
し
、
隣
接
す
る
他
人
の
土
地
（
休
閑
二
次
林
）
と
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
境
界
を
越
え
て
、
他
人
が
新
た
な
焼
畑
地
を
開
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
ゴ
ム
を
植
え
る
こ
と
は
、
副
次
的
に
自
分

の
土
地
の
範
囲
を
主
張
し
、
他
人
の
侵
入
か
ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
つ
た
の
で
あ
る
。
測
量
も
登
記
も
な
さ
れ
て
い
な
い
内
陸
の
地
に
お
い

て
、
土
地
に
対
す
る
記
憶
を
保
持
す
る
手
段
と
し
て
ゴ
ム
が
利
用
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
、
既
存
の
ゴ
ム
園
の
広
さ
や
、
ゴ
ム
市
場
価
格
の
状
況
と
は
無
関
係
に
、
焼
畑
を
行
っ
た
後
に
ゴ
ム
を
植
え
る
と
い
う
作
業
が
、

二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
先
住
民
の
あ
い
だ
で
一
般
的
な
こ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
特
需
を
背
景
と
す
る
一
九
五
〇
年
代
の
ゴ
ム
・
ブ
ー

ム
が
過
ぎ
、
六
〇
年
代
初
頭
の
合
成
ゴ
ム
の
出
現
に
よ
り
、
天
然
ゴ
ム
の
価
格
は
い
っ
そ
う
下
落
し
た
が
、
そ
う
し
た
時
期
に
お
い
て
も
サ
ラ

ワ
ク
の
ゴ
ム
園
面
積
は
拡
大
を
続
け
、
内
陸
の
遥
々
で
過
剰
な
ゴ
ム
園
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
住
民
の
あ
い
だ
で
は
「
ゴ
ム
は
コ
メ

を
追
い
か
け
る
」
と
い
う
表
現
も
使
わ
れ
、
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
、
焼
畑
に
利
用
さ
れ
た
土
地
の
多
く
は
、
ゴ
ム
園
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
ゴ
ム
は
永
年
性
の
樹
木
で
、
そ
れ
ほ
ど
手
入
れ
を
せ
ず
に
放
置
し
て
お
い
て
も
、
い
つ
で
も
樹
液
採
取
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う

し
た
特
長
か
ら
・
ゴ
ム
園
を
「
ゴ
ム
銀
行
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
勧
・
先
住
民
た
ち
は
・
市
場
価
格
が
良
く
な
れ
ば
樹
液
採
取
に
精
を
出
し
・
悪

く
な
れ
ば
ゴ
ム
は
放
置
し
た
ま
ま
、
他
の
労
働
に
時
間
を
割
く
と
い
う
形
で
、
都
合
よ
く
ゴ
ム
園
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
放

置
さ
れ
た
ゴ
ム
園
は
、
下
草
や
低
木
が
育
っ
て
馨
そ
う
と
し
た
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
「
ゴ
ム
林
」
と
で
も
呼
ぶ
ほ
う
が
適
切
だ
と
い

　
　
　
　
　
⑬

う
指
摘
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
ゴ
ム
の
面
積
は
、
生
産
面
積
で
は
な
く
、
放
置
さ
れ
た
「
ゴ
ム
林
」
の
面
積
が
か
な
り
の
部

分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゴ
ム
は
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
緩
や
か
で
は
あ
る
が
大
規
模
な
環
境
改
変
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
ゴ
ム
植
栽
に
よ
る

環
境
改
変
は
、
そ
の
面
積
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
旦
一
琴
つ
と
こ
ろ
の
「
環
境
問
題
」
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
サ
ラ
ワ

ク
で
の
ゴ
ム
栽
培
は
小
農
（
内
陸
先
住
民
）
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
、
焼
畑
跡
地
に
パ
ッ
チ
状
に
広
が
っ
て
い
っ
た
「
ゴ
ム
林
」
は
、
単
一
植
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物
で
面
的
に
土
地
を
覆
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
景
観
を
作
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市

場
価
格
の
変
動
に
翻
弄
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
ゴ
ム
銀
行
」
は
次
の
価
格
回
復
ま
で
放
置
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
土
地
に
対

す
る
権
利
主
張
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
放
置
し
て
お
く
だ
け
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
放
置
さ
れ
林
地

化
し
た
ゴ
ム
園
は
、
各
種
動
植
物
の
生
息
地
と
な
り
、
狩
猟
や
採
集
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
あ
る
意
味
で
は
休
閑
二
次
林
に
近
い
重
要
な
機
能
を

果
た
す
こ
と
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
阿
部
健
一
、
一
九
九
七
、
ゴ
ム
林
の
拡
大
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

　
　
タ
ー
編
『
事
典
東
南
ア
ジ
ア
ー
風
土
・
生
態
・
環
境
㎞
弘
文
堂
、
三
三
ニ
ー
三

　
　
一
二
三
頁
。

　
②
U
Φ
冨
詳
留
馨
。
｛
ω
［
蝕
巴
。
ψ
冒
ω
費
睾
界
卜
⊃
O
O
ρ
寄
ミ
ぽ
幕
駄
§
翫
ミ
窮

　
　
象
藝
竃
§
穿
菖
』
§
「
冨
⑦
暑
h
ω
雪
ω
葺
ω
飴
「
塁
貯

　
③
サ
ラ
ワ
ク
全
土
の
ゴ
ム
園
面
積
に
つ
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
の
信
頼
で
き

　
　
る
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
一
九
六
〇
年
に
は
、
す
で
に
一
四
・
五
葉
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

　
　
面
積
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
農
業
局
の
資
料
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
一
九
七
二

　
　
年
に
～
九
・
三
蓋
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
八
二
年
に
二
〇
・
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
九
四
年
に

　
　
二
二
・
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
～
貫
し
て
増
加
し
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
後

　
　
半
以
降
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
数
年
の
原
抽
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て

　
　
合
成
ゴ
ム
の
緬
格
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
天
然
ゴ
ム
に
対
す
る
需
要
が
再
び
高

　
　
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
六
年
時
点
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
7
二

　
　
～
7
七
リ
ン
ギ
ッ
ト
程
度
（
五
〇
円
前
後
）
で
あ
っ
た
サ
ラ
ワ
ク
の
ゴ
ム
価
格

　
　
が
、
二
〇
〇
七
年
末
の
時
点
で
は
五
・
五
～
六
・
五
リ
ン
ギ
ッ
ト
（
二
〇
〇
円
前

　
　
後
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
④
石
川
登
、
一
九
九
七
、
境
界
の
社
会
史
ー
ボ
ル
ネ
オ
西
部
国
境
地
帯
と
ゴ

　
　
ム
・
ブ
…
ム
、
民
族
学
研
究
六
一
一
四
、
五
八
五
－
六
一
五
頁
。

　
⑤
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
焼
畑
民
を
先
住
民
と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地

　
　
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
サ
ラ
ワ
ク
州
の
法
律
等
で
使
用
さ
れ
る
雷
口
く
①
と
い
う

　
諾
に
対
し
て
、
便
宜
的
に
先
住
民
と
い
う
言
葉
を
使
う
。

⑥
華
人
に
と
っ
て
も
、
落
下
し
た
種
子
か
ら
自
然
発
芽
し
た
ゴ
ム
の
若
木
を
抜
く

　
こ
と
は
農
園
整
備
上
重
要
な
作
業
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
若
木
を
先
住
民
が
抜
い

　
て
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
農
園
整
備
作
業
の
手
間
が
省
け
て
歓
迎
す
べ
き

　
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ω
o
α
ρ
即
卜
。
O
O
圃
．
審
魯
紺
§
き
恥
ミ
。
竃
」
ミ
ミ
N
褻
さ
ミ
四

　
討
ミ
ミ
翫
。
誠
§
象
ミ
鑓
寒
．
丙
団
。
浄
。
き
住
竃
㊦
旨
。
霞
器
H
囚
《
0
8
d
ぼ
く
曾
5
・
一
曙

　
勺
お
。
励
ω
四
p
傷
↓
鑓
拐
℃
鷲
一
｛
ざ
勺
お
。
。
。
。
■

⑦
前
掲
・
石
川
（
　
九
九
七
）
。
祖
田
亮
次
、
一
九
九
九
、
サ
ラ
ワ
ク
・
イ
バ
ン

　
人
社
会
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
観
念
の
形
成
、
人
文
地
理
五
一
－
四
、
三
二
九

　
一
三
五
一
頁
。

⑧
前
掲
・
祖
困
（
一
九
九
九
）
。

⑨
田
黛
g
即
ρ
お
お
．
さ
、
さ
起
静
§
。
§
¢
§
9
ミ
防
貼
ら
§
ミ
§
昼
註
し
ロ
ミ
・

　
ミ
9
d
⇒
冨
窪
目
げ
ω
傷
℃
劉
U
．
偶
一
ω
ω
鐙
耳
ざ
類
（
d
嫁
く
Φ
邑
浄
鴫
。
｛
℃
雪
霧
凱
く
磐
一
帥
）
．

⑩
じ
d
仁
。
ま
～
0
6
民
事
島
醇
邑
p
梓
。
．
δ
。
。
坤
穿
Φ
窪
ぴ
げ
⑳
ニ
ヨ
既
一
ぎ
罷
Φ
噌
Φ
8
－

　
ぎ
ヨ
ざ
b
σ
ミ
ミ
討
駄
冒
さ
、
N
跨
馬
§
肉
§
N
o
註
ら
勲
§
禽
一
〇
。
”
c
。
①
－
＝
P

⑪
前
掲
・
祖
田
（
一
九
九
九
）
。

⑫
O
o
象
Φ
ρ
≦
図
．
6
㎝
艀
．
§
恥
貯
、
ミ
b
δ
寒
硫
ミ
象
ミ
§
沖
田
琴
ぼ
昌
σ
q
“
国
⑦
同

　
ζ
a
霧
受
、
ω
ω
翼
δ
器
蔓
○
黙
8
．

⑬
前
掲
・
阿
部
（
一
九
九
七
）
。
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三
　
商
業
的
木
材
伐
採
と
土
地
・
森
林
行
政

（
ご
　
「
環
境
問
題
」
の
顕
在
化

　
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
環
境
破
壊
と
し
て
は
、
熱
帯
雨
林
に
お
け
る
商
業
的
木
材
伐
採
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
実
際
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
環
境
問
題
」
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
商
業
的
木
材
伐
採
が
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

　
先
述
の
と
お
り
、
ボ
ル
ネ
オ
は
古
く
か
ら
交
易
の
島
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
木
材
の
伐
採
と
輸
出
の
歴
史
も
長
い
。
と
く
に
～
九
世
紀
後
半
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
鉄
道
の
枕
木
の
材
料
と
し
て
、
相
当
量
の
ボ
ル
ネ
オ
盤
木
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
前
半
の
段

階
で
も
、
主
要
河
川
下
流
域
の
湿
地
林
に
お
い
て
、
各
種
の
木
材
が
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
伐
採
現
場
で
賃
金
労
働
を
体
験
し
た
先
住

民
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
湿
地
帯
で
は
林
道
建
設
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、
基
本
的

に
人
力
で
の
伐
採
・
運
搬
作
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
湿
地
林
で
の
伐
採
に
代
わ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
、
主
に
内
陸
山
間
部

で
重
機
を
用
い
た
伐
採
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
な
商
業
的
木
材
伐
採
の
時
代
に
入
っ
た
。

　
こ
う
し
た
「
伐
採
の
時
代
」
へ
の
移
行
は
、
サ
ラ
ワ
ク
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
「
独
立
」
、
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
へ
の
加
盟
（
一
九
六
三

年
）
時
期
と
重
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
ブ
ル
ッ
ク
時
代
は
、
欧
米
企
業
に
よ
る
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
開
発
は
抑
制
さ
れ
、
戦
後
の
イ
ギ

リ
ス
直
轄
統
治
時
代
は
、
近
い
将
来
独
立
さ
せ
る
べ
き
、
経
済
的
価
値
の
低
い
辺
境
植
民
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
連

邦
へ
の
加
盟
を
契
機
に
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
は
外
貨
獲
得
の
た
め
の
資
源
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
州
政
府
主
導
の
森
林
開
発
が
活
発
化
し
た
。
そ

の
意
味
で
、
サ
ラ
ワ
ク
の
独
立
と
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
へ
の
加
盟
は
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
空
間
の
政
治
化
を
促
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
サ
ラ
ワ
ク
が
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
に
加
盟
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
サ
ラ
ワ
ク
州
独
自
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
う

ユ40 （140）



マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問題」（祖田）

ち
の
一
つ
が
、
森
林
や
土
地
に
関
す
る
税
収
を
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
が
直
接
徴
収
・
管
理
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

税
が
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
に
と
っ
て
の
木
材
産
業
や
土
地
行
政
の
重
要
性
が
認
識
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
し
て
、
こ
う
し
た
優
遇
措
置
が
、
連
邦
加
盟
後
の
積
極
的
な
森
林
開
発
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
サ
ラ
ワ
ク
は
州
独
自
の
土
地
行
政
・
森

林
行
政
を
整
備
し
つ
つ
森
林
開
発
を
推
し
進
め
た
。
実
際
、
サ
ラ
ワ
ク
の
丸
太
生
産
量
は
、
一
九
六
三
年
の
一
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
一

九
八
五
年
に
は
…
千
二
二
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
へ
と
大
幅
に
増
加
し
、
同
じ
時
期
に
、
州
の
森
林
面
積
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
伐
採
さ
れ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
森
林
伐
採
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
～
つ
と
し

て
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
半
島
部
、
一
九
七
〇
～
八
○
年
代
に
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
に
お
い
て
、
伐
採
可

能
な
森
林
が
激
減
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
九
八
○
年
代
に
は
熱
帯
材
の
主
産
地
が
サ
ラ
ワ
ク
に
移
り
、
世
界
的
な
関
心
を
集
め
や
す
か
っ
た
と

い
う
点
が
あ
る
。
ま
た
、
別
の
要
因
と
し
て
、
サ
ラ
ワ
ク
で
は
一
九
八
○
年
代
前
半
か
ら
、
ラ
ジ
ャ
ン
川
や
バ
ラ
ム
川
な
ど
の
大
河
川
の
上
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

域
に
お
い
て
、
木
材
伐
採
企
業
と
先
住
民
と
の
あ
い
だ
で
衝
突
が
頻
発
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
住
民
が
当
然
の
権
利
と
考
え
て
い
た
森

林
や
土
地
の
利
用
権
が
無
視
さ
れ
る
形
で
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
有
名
な
も
の

が
、
伐
採
企
業
と
ブ
ナ
ン
人
と
の
闘
争
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
、
バ
ラ
ム
川
上
流
地
域
で
伐
採
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
そ
の
地
域
で
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で
き
た
ブ
ナ
ン
人

や
そ
の
他
の
焼
畑
民
に
も
大
き
な
被
害
が
及
ん
だ
。
し
か
し
、
伐
採
企
業
や
政
府
へ
の
再
三
の
異
議
申
し
立
て
ば
無
視
さ
れ
た
た
め
、
ブ
ナ
ン

人
を
中
心
と
す
る
複
数
の
先
住
民
が
、
森
林
開
発
を
阻
止
し
よ
う
と
、
伐
採
用
の
林
道
を
封
鎖
す
る
と
い
う
実
力
行
使
に
訴
え
た
。
こ
う
し
た

林
道
封
鎖
活
動
を
後
方
か
ら
支
援
し
、
そ
の
顛
末
を
海
外
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
伝
え
た
ス
イ
ス
人
男
性
、
ブ
ル
ー
ノ
・
マ
ン
サ
ー
の
存
在
は
重
要

で
あ
る
。
彼
は
、
ブ
ナ
ン
人
社
会
の
な
か
で
数
年
間
生
活
し
た
の
ち
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
サ
ラ
ワ
ク
の
木
材
伐
採
の
実
態
に
つ
い
て
西

欧
や
日
本
で
広
報
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
な
ど
に
働
き
か
け
て
サ
ラ
ワ
ク
産
木
材
の
不
買
宣
言
を
発
表
さ
せ
る
な
ど
、
熱
帯
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環
境
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
世
界
的
に
喚
起
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
サ
ラ
ワ
ク
は

線
と
し
て
の
認
知
を
受
け
、
多
く
の
国
際
的
環
境
N
G
O
が
サ
ラ
ワ
ク
を
拠
点
に
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
環
境
問
題
」
の
最
前

142 （142）

（
二
）
　
サ
ラ
ワ
ク
の
土
地
法
と
森
林
法

　
こ
こ
で
は
、
サ
ラ
ワ
ク
の
土
地
法
と
森
林
法
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
先
住
民
に
と
っ
て
の
伐
採
と
は
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
を
再
考

し
た
い
。

　
サ
ラ
ワ
ク
の
土
地
法
や
森
林
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
直
轄
植
民
地
時
代
に
そ
の
基
礎
が
作
ら
れ
、
幾
度
も
改
正
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
な
か
で
も

重
要
と
さ
れ
る
の
が
、
一
九
五
八
年
土
地
法
と
一
九
五
三
年
森
林
法
の
制
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、
先
住
昆
の
慣

習
的
な
土
地
利
用
を
制
限
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
森
林
開
発
を
推
し
進
め
る
上
で
、
両
者
は
相
互
補
完
的
な
…
機
能
を
果
た
す
。
ま
ず
は
、

土
地
法
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
一
九
五
八
年
の
土
地
法
に
よ
っ
て
、
サ
ラ
ワ
ク
の
土
地
は
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
、
こ
れ
は
基
本
的
に
現
在
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（一

j
混
合
地
”
先
住
民
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
所
有
権
を
取
得
で
き
る
土
地
、
（
二
）
先
住
専
一
先
住
民
に
限
っ
て
所
有
権
を

取
得
で
き
る
土
地
、
（
三
）
先
住
慣
習
地
”
共
有
か
私
有
か
を
問
わ
ず
、
一
九
五
八
年
ま
で
に
先
住
毘
の
慣
習
的
権
利
が
設
定
さ
れ
た
土
地
、

（
四
）
保
留
地
　
政
府
が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
利
用
す
る
た
め
に
保
留
す
る
土
地
、
（
五
）
内
陸
地
一
章
寒
地
、
先
住
地
、
先
住
慣
習
地
、
な

い
し
保
留
地
の
い
ず
れ
の
土
地
分
類
に
も
属
さ
な
い
す
べ
て
の
土
地
。

　
こ
れ
ら
の
土
地
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
近
代
的
な
意
味
で
の
土
地
権
利
証
が
発
行
さ
れ
る
の
は
、
「
混
合
地
」
と
「
先
住
地
」
の
み
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
土
地
の
多
く
は
、
登
記
も
測
量
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
、
私
的
所
有
権
が
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
代
法
的
に
は
「
州

有
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
混
合
地
」
と
「
先
住
地
」
が
い
わ
ゆ
る
近
代
法
に
則
っ
た
私
有
地
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
「
先
住
慣
習

地
」
は
「
州
有
地
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
先
住
民
の
慣
習
法
に
従
っ
た
利
用
・
管
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ラ
ワ
ク
の
土
地



マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問題」（祖田）

行
政
は
、
近
代
法
と
慣
習
法
が
並
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
法
的
な
重
層
性
（
一
①
σ
q
緯
覚
霞
巴
δ
ヨ
）
は
、
土
地
利
用
の
際
に
混
乱
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

招
く
要
因
に
な
り
や
す
い
。

　
一
方
、
森
林
政
策
を
規
律
す
る
主
な
法
律
と
し
て
、
～
九
五
三
年
森
林
法
が
あ
る
。
こ
れ
も
何
回
か
の
改
正
を
経
て
い
る
が
、
現
行
の
森
林

法
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
森
林
法
で
は
、
「
州
有
地
」
の
森
林
部
分
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

（一

j
永
久
林
、
（
二
）
完
全
保
護
区
（
国
立
公
園
・
自
然
保
護
帽
）
、
（
三
）
州
有
林
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
永
久
林
」
と
は
、
そ
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
「
永
続
的
な
木
材
生
産
」
を
行
え
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
区
域
で
あ
っ
て
、
ア
カ
シ
ア
な
ど
の
人
工
林

に
転
換
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
人
工
林
へ
の
転
換
型
の
「
永
久
林
」
で
は
択
伐
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
一
応
持
続
的
な
林
業
が
意
図
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
の
に
対
し
て
、
「
州
有
林
」
に
つ
い
て
は
「
自
由
放
任
」
の
状
態
で
、
皆
伐
さ
れ
た
後
に
オ
イ
ル
パ
ー
ム
な
ど
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
転

換
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
商
業
的
木
材
伐
採
が
先
住
民
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
土
地
あ
る
い
は
森
林
と
思
っ
て
い
た
場
所
が
、
突
然
伐
採
に
よ

っ
て
荒
ら
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
主
と
し
て
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

土
地
・
森
林
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
八
年
以
前
に
祖
父
が
焼
畑
の
た
め
に
開
拓
し
た
土
地
が
あ
っ
た

と
し
よ
う
。
そ
の
後
、
当
該
の
土
地
が
焼
畑
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
休
閑
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
数
十
年
後
に
は
伐
採
対
象
に

値
す
る
十
分
な
森
林
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
土
地
は
、
一
九
五
八
年
土
地
法
に
従
え
ば
、
「
先
住
慣
習
地
」
で
あ
り
、
同
時

に
「
州
有
地
」
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
森
林
法
に
従
え
ば
「
州
有
林
」
で
も
あ
り
、
ま
た
、
伐
採
の
た
め
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
・

エ
リ
ア
と
し
て
指
定
で
き
る
場
所
で
も
あ
る
。
一
筆
の
土
地
が
、
い
く
つ
も
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
併
せ
持
つ
場
所
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
、
土
地
・
森
林
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
変
更
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
共
有
林
」
が
、
実
質
的
な
事
前
通
達
も
な

し
に
「
保
護
林
」
に
変
更
さ
れ
伐
採
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
先
住
民
が
慣
習
的
に
使
っ
て
き
た
森
林
（
つ
ま
り
「
先
住
慣
習
地
」
で

あ
り
「
買
食
地
」
で
も
あ
る
森
林
）
が
、
彼
ら
の
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
「
永
久
林
」
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
土
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地
や
森
林
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
更
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
事
前
に
政
府
官
報
に
掲
載
さ
れ
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
異
議
申
し
立
て
が
で
き
る
こ

と
に
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
密
報
が
先
住
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
ま
ず
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
土
地
を
利
用
し
て
き

た
先
住
民
が
、
「
自
分
た
ち
の
土
地
に
突
然
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
侵
入
し
て
き
た
」
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
サ
ラ
ワ
ク
で
は
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
地
に
お
い
て
は
、
「
こ

の
土
地
は
誰
の
も
の
か
？
」
と
問
う
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
の
統
～
的
な
指
標
が
存
在
し
な
い
場
合
が
多
く
、
さ
ら
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
頻
繁
な
変
更
は
先
住
民
の
立
場
を
い
っ
そ
う
不
利
に
し
て
し
ま
う
。
狩
猟
採
集
を
中
心
的
な
生
業
と
し
て
き
た
遊
動
民
に
と
っ
て

は
、
森
林
は
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
土
地
を
「
保
有
」
あ
る
い
は
「
占
有
」
す
る
と
い
う
概
念
さ
え
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
木
材
伐
採
を
め
ぐ
る
土
地
問
題
を
複
雑
に
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
政
府
に
せ
よ
、
伐
採
企

業
に
せ
よ
、
先
住
民
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
解
釈
で
土
地
や
森
林
の
利
用
に
対
す
る
権
利
の
主
張
を
行
う
が
、
資
本
力
も

権
力
も
な
く
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
近
代
法
と
い
う
盾
さ
え
も
持
た
な
い
先
住
民
に
と
っ
て
は
、
法
的
な
手
段
に
訴
え
た
と
し
て
も
、
不
利
な
立

場
に
置
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
州
政
府
は
度
重
な
る
法
改
正
に
よ
っ
て
、
先
住
民
の
対
抗
手
段
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
封
じ
込
め
よ
う
と

　
　
　
⑨

し
て
き
た
。
土
地
の
権
利
を
主
張
す
る
先
住
民
が
州
政
府
や
企
業
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、
林
道
封
鎖
と
い
う
実
力
行
使
に
訴
え
た
の

は
、
結
果
と
し
て
必
然
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

①
前
掲
・
市
川
（
二
〇
〇
八
）
。

②
田
嵩
①
戸
↓
’
ω
』
0
8
■
9
象
一
。
富
ヨ
℃
。
鼠
帥
超
8
房
○
＝
雪
曇
自
⑦
。
巳
♂
巳

　
8
く
Φ
「
o
げ
睾
σ
q
Φ
。
。
ぎ
誓
Φ
賭
貯
げ
。
騨
0
7
露
㊦
艮
”
ω
雰
。
瓦
毛
鋤
ぎ
竃
既
爵
。
。
一
騨
9
M
悪
。
℃
、
鴨

　
§
ミ
謹
N
駄
§
、
愚
跨
ミ
勲
§
，
§
ず
b
⊃
①
（
ト
っ
）
昌
刈
O
∴
り
P

③
奥
野
克
巳
、
二
〇
〇
三
a
、
サ
ラ
ワ
ク
先
住
民
ブ
ナ
ン
社
会
に
お
け
る
疾
病
、

　
林
道
房
、
N
G
O
、
経
済
学
雑
誌
一
〇
四
－
二
、
三
七
－
五
二
頁
。

④
E
・
ホ
ン
（
北
井
丁
原
後
雄
太
訳
）
、
一
九
八
九
、
噸
サ
ラ
ワ
ク
の
先
住
民

　
…
消
え
ゆ
く
森
に
生
き
る
』
法
政
大
学
出
版
局
。
（
国
8
σ
q
”
国
．
一
⑩
Q
Q
N
ミ
§
題

　
駄
象
ミ
鑓
幕
よ
ミ
巴
§
こ
謡
し
d
o
ミ
s
げ
§
、
誉
ミ
、
N
α
q
誉
、
二
二
閉
轟
｝
曽
い
信
ヨ
陰
5
H
亭

　
ω
聾
濡
鼠
脅
嚇
日
量
［
．
）

⑤
前
掲
・
ホ
ン
（
一
九
八
九
）
。

⑥
前
掲
・
祖
田
（
一
九
九
九
）
。

⑦
実
際
に
は
、
こ
の
「
永
久
林
」
は
、
さ
ら
に
「
保
護
林
」
、
「
保
存
林
」
、
「
共
有

　
林
」
の
三
つ
の
下
位
区
分
に
分
け
ら
れ
る
。
門
保
護
林
」
と
「
保
存
林
」
の
違
い

　
は
、
先
住
民
が
森
林
内
に
立
ち
入
っ
て
狩
猟
や
採
集
を
で
き
る
か
ど
う
か
の
違
い

　
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
「
共
有
林
」
は
地
域
共
同
体
に
よ
る
登
録
申
請
が
認
め
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ら
れ
た
場
合
に
、
県
庁
の
管
轄
の
も
と
で
共
同
体
利
用
が
可
能
に
な
る
森
林
で
あ

　
る
が
、
実
際
に
は
、
「
永
久
林
」
の
う
ち
の
○
・
一
一
○
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
を

　
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
面
積
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

⑧
前
掲
・
ホ
ン
（
一
九
八
九
）
。

⑨
前
掲
・
ホ
ン
（
一
九
八
九
）
。
金
沢
謙
太
郎
、
二
〇
〇
五
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林

　
伐
採
と
先
住
民
ブ
ナ
ン
の
現
在
、
池
谷
和
信
編
『
熱
帯
ア
ジ
ア
の
森
の
民
l
l
－
資

　
源
利
用
の
環
境
人
類
学
』
人
文
轡
院
、
二
七
三
－
三
〇
一
。

四
　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
と
商
業
植
林

マレーシア・サラワク州における環境改変と「環境問題」（祖田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
「
環
境
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
サ
ラ
ワ
ク
の
商
業
的
木
材
伐
採
に
関
す
る
報
道
は
、
近
年
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
実
際
、
丸
太
生
産
量
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
最
近
で
は
、
合
板
や
ベ
ニ
ヤ
の
製
造
を
目
的
と
し
た
小
径
木
の
伐
採
が
、
最
奥
の
地
で
細
々
と
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伐
採
企
業
と
先
住
民
と
の
あ
い
だ
で
の
小
競
り
合
い
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
近
年
の

林
道
封
鎖
等
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
「
自
分
た
ち
の
森
を
守
る
」
た
め
の
実
力
行
使
と
い
う
よ
り
は
、
補
償
内
容
の
改
善
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

充
実
を
要
求
す
る
な
ど
、
生
活
の
向
上
・
安
定
化
を
志
向
し
た
も
の
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

は
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
「
環
境
問
題
」
と
し
て
報
道
す
る
価
値
が
減
じ
た
も
の
と
映
る
で
あ
ろ
う
。

　
～
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
サ
ラ
ワ
ク
の
商
業
的
木
材
伐
採
が
「
環
境
問
題
」
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
失
っ
て
き
た
一
方
、
こ
の
時
期
に

問
題
化
さ
れ
始
め
た
の
は
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
オ
イ
ル
パ
ー
ム
産
業
は
、
斜
陽
傾
向
に
あ
る
木
材
産
業
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
る
税
収
源
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。
オ
イ
ル
パ
ー
ム
か
ら
取
れ
る
植
物
油
脂
は
、
食
品
や
化
粧
品
、
洗
剤
、
医
薬
品
な
ど
の
各
種
工
業

製
品
に
使
わ
れ
る
。
日
本
で
パ
ー
ム
油
が
一
般
に
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
～
九
九
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
「
地

球
に
や
さ
し
い
」
と
か
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
と
も
に
多
く
の
「
エ
コ
商
品
」
や
「
健
康
商
品
」
が
開
発
・
販
売

さ
れ
始
め
た
が
、
パ
ー
ム
油
を
原
料
と
し
た
製
品
は
、
こ
れ
ら
の
新
商
品
の
代
表
格
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
近
年
で
は
、
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バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
需
要
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
パ
ー
ム
油
の
生
産
・
輸
出
量
と
も
に
他
国
を
圧
倒
し
、
世
界
第
一
位
の
座
を
占
め
て
き
た
。
一
九

九
〇
年
代
以
降
は
、
半
島
部
に
お
け
る
オ
イ
ル
パ
ー
ム
の
面
積
拡
大
が
鈍
化
す
る
一
方
で
、
サ
ラ
ワ
ク
で
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
面
積
が
急
激
に
拡

大
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
内
に
お
け
る
サ
ラ
ワ
ク
の
パ
ー
ム
油
生
産
の
比
率
は
順
調
に
増
大
し
て
い
る
。
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
は
、
今
後
も
オ
イ
ル

パ
ー
ム
の
需
要
が
拡
大
す
る
と
期
待
し
て
お
り
、
積
極
的
な
増
産
を
計
画
し
て
い
る
。
実
際
、
統
計
局
お
よ
び
農
業
局
の
資
料
に
よ
る
と
、
一

九
九
〇
年
に
五
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
面
積
が
、
～
九
九
八
年
に
は
二
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
ゴ
ム
の
面
積
を
上
回
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は

五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
た
。
そ
し
て
、
数
年
内
に
、
少
な
く
と
も
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
面
積
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
に
見
合
っ
た
面
積
の
土
地
が
、
土
地
測
量
局
に
よ
っ
て
農
園
開
発
許
可
を
受
け
て
い
る
。

　
多
く
の
エ
コ
商
品
の
原
料
と
な
っ
て
い
る
オ
イ
ル
パ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、
そ
の
生
産
の
現
場
に
お
い
て
は
、
環
境
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
ま
や
多
く
の
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
る
。
オ
イ
ル
パ
ー
ム
は
ゴ
ム
と
は
異
な
り
小
農
に
よ
る
生
産
は
困
難
で
、
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
一
ヶ
所
に
つ
き
最
低
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
必
要
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
の
生
産
は
、
大
規
模

な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
造
成
に
際
し
て
は
、
数
千
・
数
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

規
模
で
森
林
（
焼
畑
後
の
休
閑
二
次
林
や
伐
採
に
よ
る
翠
雲
的
撹
乱
を
受
け
た
劣
化
森
林
が
中
心
で
あ
る
）
を
切
り
開
き
、
丘
陵
地
を
テ
ラ
ス
状
に
整
地

し
て
、
そ
こ
に
人
海
戦
術
で
苗
木
を
植
え
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
過
程
で
環
境
面
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
存
の
森
林
の
皆
伐
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
生
態
系
破
壊
の
ほ
か
、
伐
採
後
の
火
入
れ
に
よ
る
煙
害
と
隣
接
す
る
森
林
へ
の
延
焼
、
大
規
模
な
開
拓
・
整
地
に
よ
る
土
壌
流
出
、
森
林
の

保
水
力
低
下
に
よ
る
水
害
の
頻
発
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
過
剰
投
与
に
よ
る
土
壌
汚
染
・
水
質
汚
濁
と
健
康
被
害
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ラ
ワ
ク
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
「
環
境
問
題
」
と
し
て
提
示
さ
れ
、
認
知
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、

い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
一
九
八
○
年
代
ま
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
半
島
部
に
お
け
る
急
速
な
面
積
拡
大
は
、
既
存
の
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
オ
イ
ル
パ
ー
ム
へ
の
転
換
が
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
開
発
が
進
ん
だ
サ
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ラ
ワ
ク
で
は
、
残
存
森
林
（
休
閑
二
次
林
や
劣
化
森
林
が
中
心
）
の
新
規
開
拓
（
ま
た
は
再
開
発
）
に
よ
る
造
園
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
森
林
消

失
と
い
う
問
題
意
識
を
喚
起
し
や
す
か
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
に
ボ
ル
ネ
オ
島
（
と
く
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
カ
リ
マ
ン

タ
ン
）
で
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発
生
し
、
そ
れ
が
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
造
園
過
程
で
の
火
入
れ
に
よ
る

延
焼
が
一
因
と
さ
れ
た
こ
と
も
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
を
め
ぐ
る
「
環
境
問
題
」
が
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
え
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
州
経
済
企
画
庁
の
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環
境
N
G
O
が
行
っ
て
い

る
批
判
の
対
象
が
、
商
業
的
木
材
伐
採
か
ら
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
州
政
府
と
し
て
も
情
報
管
理
を

厳
し
く
す
る
な
ど
、
警
戒
を
強
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ラ
ワ
ク
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

単
に
現
象
レ
ベ
ル
に
お
け
る
問
題
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
特
定
の
現
象
を
「
問
題
化
」
す
る
主
体
の
動
向
が
「
環
境
問
題
」
の
あ

り
方
を
規
定
す
る
一
つ
の
事
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
、
近
年
で
は
、
沿
岸
地
域
か
ら
内
陸
山
間
部
へ
と
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
焼
畑
先
住
民
の
居
住

地
域
で
も
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
次
週
で
は
、
内
陸
に
お
け
る
開
発
に
関
連
し
て
、
現
場
レ
ベ
ル
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

（
二
）
　
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
土
地
問
題

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
土
地
利
用
は
、
木
材
伐
採
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
サ
ラ
ワ
ク
で
は
「
永
久
林
」
で
伐
採
が
行
わ
れ
る

場
合
、
基
本
的
に
は
択
抜
方
式
を
採
用
し
て
き
た
。
天
然
林
の
伐
採
は
資
源
収
奪
的
な
土
地
利
用
で
あ
り
、
森
林
の
多
様
性
や
バ
イ
オ
マ
ス
は

損
な
わ
れ
る
も
の
の
、
島
抜
の
場
合
は
、
そ
の
後
も
　
応
森
林
が
残
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
森
林
に
お
い
て
、
先
住
民
が
狩
猟
採
集
を
行
っ
た
り
、

政
府
の
目
を
盗
ん
で
焼
畑
に
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
残
存
す
る
森
林
を
皆
伐
し
た

後
、
新
た
な
作
物
を
植
え
て
管
理
し
、
土
地
に
投
資
し
た
も
の
を
回
収
す
る
と
い
う
経
済
活
動
で
あ
る
。
そ
の
投
資
を
守
る
た
め
に
、
結
果
と
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⑧

し
て
、
焼
畑
先
住
民
た
ち
を
排
除
す
る
「
排
他
的
土
地
利
用
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
「
永
久
林
」
以
外
の
「
州
有
林
」
（
「
先
住
慣
習
地
」
を
含
む
）
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
う
し
た
形
で
の
土
地
利
用
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
政
府
や
企
業
と
現
地
住
民

と
の
あ
い
だ
で
の
土
地
問
題
が
各
地
で
発
生
し
て
き
た
。
先
述
の
と
お
り
、
小
農
の
参
入
障
壁
が
大
き
い
オ
イ
ル
パ
ー
ム
生
産
は
、
必
然
的
に

大
規
模
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
中
心
と
な
る
。
サ
ラ
ワ
ク
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
中
で
も
人
口
希
薄
な
州
と
は
い
え
、
数
千
・
数
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
を
持
つ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
複
数
の
先
住
民
村
落
を
含
み
こ
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
や
企
業
と
当
該
地
域
の

先
住
民
と
の
あ
い
だ
で
、
し
ば
し
ば
土
地
の
利
用
権
な
ど
を
め
ぐ
る
軋
礫
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
の
内
陸
部
で
は
、
土
地
の
登
記
・
測
量
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
ま
た
、
未
測
量
・
未
登
記
の
土
地
は
基
本
的
に

「
州
有
地
」
と
さ
れ
る
一
方
で
、
先
住
民
自
身
に
よ
る
慣
習
的
利
用
法
の
運
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
も
多
く
、
近
代
法
に
基
づ
く
土
地
法

と
先
住
民
の
慣
習
法
に
基
づ
く
土
地
法
が
並
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
商
業
的
木
材
伐
採
の
場
合
と
同
様
に
、
「
先
住
慣
習

地
」
が
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
土
地
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
方
的
な
変
更
が
な
さ
れ
た
り
す
る
と
、
先
住
民
と
政
府
・
企
業
と
の

　
　
　
　
　
　
⑨

対
立
が
激
化
す
る
。
ま
た
、
政
府
や
企
業
が
「
先
住
慣
習
地
」
を
認
知
し
て
い
る
場
所
で
も
、
そ
こ
に
、
近
代
的
土
地
法
を
必
要
と
す
る
商
業

的
大
規
模
農
業
が
計
画
さ
れ
、
地
元
住
民
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
る
段
階
に
お
い
て
、
土
地
の
利
用
法
や
保
有
形
態
に
関
す
る
矛
盾
が
顕
在
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
「
先
住
慣
習
地
」
の
利
用
を
め
ぐ
る
草
藤
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
促
進
を

目
的
と
し
て
一
九
九
四
年
に
「
新
構
想
」
と
い
う
土
地
行
政
の
方
針
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
「
先
住
慣
習
地
」
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業

が
一
定
期
間
（
現
行
で
は
六
〇
年
間
）
「
リ
ー
ス
」
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
一
部
を
先
住
民
に
還
元
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
〇
年
間
の
契
約
が
過
ぎ
れ
ば
、
そ
の
土
地
は
先
住
民
に
返
還
さ
れ
、
同
時
に
、
近
代
法
に
基
づ
く
土
地
の
権
利
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
先
住
民
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
計
画
に
疑
念
を
抱
く
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
六
〇
年
間
と
い
う
契
約
期
間
の
長
さ
が
問

題
と
な
る
。
オ
イ
ル
パ
ー
ム
の
生
産
期
間
は
通
常
二
五
～
三
〇
年
並
な
の
で
、
六
〇
年
契
約
と
い
う
の
は
、
～
回
の
植
え
替
え
を
含
め
た
二
期

間
の
一
括
契
約
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
土
地
を
「
リ
ー
ス
」
す
る
六
〇
年
の
あ
い
だ
、
そ
の
土
地
は
実
際
に
は
企

業
名
義
で
登
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
住
民
の
な
か
に
は
、
あ
い
ま
い
な
土
地
管
理
形
態
の
も
と
で
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
既
成
事
実
化
し
、
自
分
た
ち
の
慣
習
地
が
い
ず
れ
企
業
や
州
政
府
に
よ
っ
て
不
当
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
念
を
持
つ
人
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
地
に
隣
接
す
る
多
く
の
地
域
で
先
住
民
が
主
張
し
て
き
た
の
は
、

先
住
民
が
慣
習
的
に
使
っ
て
き
た
土
地
は
、
ま
ず
先
住
民
自
身
の
名
義
で
登
記
し
て
、
そ
の
上
で
企
業
と
リ
ー
ス
契
約
を
す
べ
き
だ
と
い
う
明

快
な
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
は
そ
う
し
た
主
張
を
認
め
て
い
な
い
。

　
そ
の
～
方
で
、
政
府
と
の
対
立
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
と
考
え
る
人
々
も
い
る
。
現
在
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
芋
酒
に
賛
同

す
る
人
々
は
、
利
用
し
て
い
な
い
二
次
林
や
ゴ
ム
林
を
生
産
性
の
高
い
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
転
換
し
た
い
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
を
持
つ
と

同
時
に
、
政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
な
け
れ
ば
、
当
面
の
生
活
向
上
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
消
極
的
な
意
図
も
持
っ
て
い
る
。
と
い
う

の
も
、
反
政
府
的
な
動
き
の
目
立
つ
地
域
で
は
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
政
府
補
助
金
が
懲
罰
的
に
削
減
・
停
止
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
う
し
た
点
を
も
考
慮
し
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
肯
定
す
る
人
が
多
い
。

　
興
味
深
い
こ
と
は
、
現
在
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
に

反
対
す
る
声
は
少
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
反
対
派
と
さ
れ
る
人
々
で
も
、
土
地
の
所
有
権
や
利
益
配
分
の
あ
り
方
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

確
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
歓
迎
す
る
と
い
う
人
々
が
多
数
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
は
、

筆
者
の
知
る
限
り
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
を
め
ぐ
る
「
環
境
問
題
」
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
土
地
の
権
利
問
題
の
議
論
に
終
始
し

て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
土
地
闘
争
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
で
語
ら
れ
る
「
環
境
問
題
」
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
ギ

ヤ
ツ
プ
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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（
三
）
　
ア
カ
シ
ア
植
林

　
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
や
や
遅
れ
て
、
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
森
林
開
発
と
し
て
、

ア
カ
シ
ア
・
マ
ン
ギ
ウ
ム
の
商
業
植
林
事
業
が
あ
る
。
ア
カ
シ
ア
は
、
酸
性
度
の
強
い
痩
せ
た
土
地
で
も
育
つ
マ
メ
科
の
早
生
樹
種
で
、
七
～

一
〇
年
程
度
で
パ
ル
プ
材
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
ど
に
成
長
す
る
。
植
林
と
い
う
と
緑
化
や
森
林
再
生
を
想
像
す
る
人
も
多
い
が
、
こ
の
植
林

は
、
「
州
有
地
」
の
二
次
林
を
皆
伐
し
た
上
で
行
う
も
の
で
、
主
目
的
は
森
林
再
生
で
は
な
く
パ
ル
プ
原
料
の
安
定
的
確
保
に
あ
る
。
こ
の
商

業
植
林
事
業
は
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
上
回
る
、
非
常
に
大
規
模
な
環
境
改
変
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
サ
ラ
ワ
ク
で
ア
カ
シ
ア
植
林
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
～
九
九
〇
年
代
末
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
州
内
の
木
材
資
源
の
枯
渇
を
視
野
に
入
れ
た

上
で
、
従
来
の
天
然
林
の
伐
採
か
ら
人
工
林
の
造
成
・
伐
採
へ
と
移
行
す
る
こ
と
で
、
木
材
産
業
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
転
換
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ピ
ン
ト
ゥ
ル
地
区
で
の
四
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
カ
ノ
ウ
イ
ッ
ト
地
区
で
九
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
カ
ピ
ッ
ト
地
区
で
二
万
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
な
ア
カ
シ
ア
植
林
事
業
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
、
各
地
で
小
規

模
（
と
い
っ
て
も
、
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
）
の
植
林
事
業
が
進
行
中
ま
た
は
計
画
中
で
あ
る
。
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
は
、
将
来
的
に
は
州
全
体
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ア
カ
シ
ア
植
林
地
を
造
成
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。

　
現
在
進
行
中
の
最
大
の
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
は
、
実
は
や
や
生
臭
い
背
景
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
、
あ

る
民
間
企
業
が
ア
カ
シ
ア
の
植
林
を
始
め
た
が
、
そ
の
開
発
の
過
程
で
、
企
業
が
「
先
住
慣
習
地
」
に
不
当
に
侵
入
し
開
発
を
強
行
し
た
と
し

て
、
一
九
九
九
年
に
当
該
地
域
の
焼
畑
先
住
民
（
イ
バ
ン
人
）
が
裁
判
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
サ
バ
・
サ
ラ
ワ
ク
高
等
裁
判
所

が
下
し
た
判
決
は
、
原
告
側
の
イ
バ
ン
人
が
勝
訴
す
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
判
決
文
に
お
い
て
は
、

「
イ
バ
ン
人
と
は
何
か
」
、
「
村
の
領
域
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
や
領
域
概
念
の
検
討
を
周
到
に
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、

植
民
地
期
以
降
の
土
地
制
度
と
先
住
民
の
慣
習
法
的
土
地
利
用
と
の
整
合
性
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
先
住
怪
漢
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
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言
」
（
草
案
）
に
も
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、
当
該
地
域
に
お
け
る
企
業
の
土
地
開
発
、
お
よ
び
そ
れ
に
許
可
を
与
え
た
土
地
測
量
局
の
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
誤
り
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

　
こ
の
裁
判
の
あ
と
、
敗
訴
し
た
企
業
は
倒
産
し
た
が
、
人
工
林
に
よ
る
木
材
産
業
の
将
来
性
を
重
視
し
た
州
政
府
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
計
画
面
積
を
拡
大
し
て
、
よ
り
大
規
模
な
植
林
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
州
政
府
お
よ
び
州
の
委
託

を
受
け
た
開
発
企
業
は
、
先
住
民
と
の
土
地
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
極
力
避
け
る
た
め
に
、
～
九
六
〇
年
代
前
半
に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
を

も
と
に
、
「
先
住
慣
習
地
」
と
そ
れ
以
外
の
「
州
有
地
」
と
の
境
界
を
判
定
す
る
作
業
を
行
い
、
「
先
住
慣
習
地
」
は
基
本
的
に
利
用
し
な
い
と

い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
が
、
一
部
地
域
で
は
そ
う
し
た
境
界
線
設
定
が
未
だ
解
決
し
て
お
ら
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
内
で
は
先
住
民
と
開

発
企
業
と
の
あ
い
だ
で
散
発
的
に
衝
突
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
ア
カ
シ
ア
植
林
事
業
が
「
先
住
慣
習
地
」
を
利
用
し
な
い
と
し
て
い
る
点
で
は
、
「
先
住
慣
習
地
」
を
も
利
用
し
て
き
た
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
既
存
の
森
林
を
皆
伐
し
、
そ
こ
に
単
一
の
樹
種
を
植
え
て
、
排
他
的
な
土
地
利
用

を
行
う
と
い
う
点
で
は
、
両
者
は
同
様
の
性
格
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
排
他
的
土
地
利
用
は
、
境
界
設
定
の
厳
密
さ
を
要
求
す
る
た
め

に
、
「
先
住
慣
習
地
」
付
近
に
お
い
て
は
、
土
地
問
題
を
喚
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
カ
シ
ア
植
林
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
現
場

レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
土
地
の
境
界
設
定
の
方
法
、
あ
る
い
は
土
地
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
が
中
心
で
あ
り
続
け
た
。

　
ア
カ
シ
ア
植
林
事
業
が
始
ま
っ
て
約
一
〇
年
を
経
た
が
、
こ
の
事
業
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
一
部
の
環
境
N
G

O
に
よ
る
散
発
的
な
報
告
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
的
な
「
環
境
問
題
」
と
し
て
報
道
さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

①
前
掲
・
金
沢
（
二
〇
〇
五
）
。
祖
田
亮
次
、
二
〇
〇
八
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
、
秋
道
智
彌
・
市
川
昌
広
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
森
に

　
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
一
熱
帯
雨
林
と
モ
ン
ス
ー
ン
林
か
ら
の
報
告
㎞
人
文
書

　
院
、
二
二
三
－
二
五
一
頁
。

②
前
掲
・
金
沢
（
二
〇
〇
五
）
。
奥
野
克
巳
、
二
〇
〇
三
b
、
ブ
ル
ー
ノ
・
マ
ン

　
サ
ー
の
死
と
ブ
ナ
ン
人
の
闘
い
の
変
貌
、
旨
》
竃
ω
賭
㊦
≦
も
・
（
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
研

　
究
A
罫
A
ム
墨
継
）
　
一
工
ハ
、
⊥
バ
ー
九
頁
。

③
前
掲
・
閏
磐
。
。
魯
（
卜
⊃
O
O
O
）
。

④
前
掲
・
欝
霧
魯
（
笛
O
O
⊂
。
）
。
前
掲
・
祖
田
（
二
〇
〇
入
）
。

⑤
オ
イ
ル
パ
ー
ム
の
実
は
採
取
後
の
劣
化
が
速
く
、
二
四
時
間
以
内
に
搾
油
工
場
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に
運
搬
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
搾
油
工
場
の
操
業
が
経
営
的
に
可
能
に
な
る
農

　
地
面
積
が
三
千
ヘ
ク
タ
…
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

⑥
サ
ラ
ワ
ク
で
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
造
成
の
た
め
の
火
入
れ
は
法
律
で
禁
止

　
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
十
分
に
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七

　
年
の
ボ
ル
ネ
オ
の
大
規
模
な
森
林
火
災
を
契
機
に
火
入
れ
作
業
へ
の
監
視
が
厳
し

　
く
な
り
、
現
在
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
造
成
を
目
的
と
し
た
火
入
れ
は
ほ
と
ん
ど

　
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑦
加
治
佐
敬
、
一
九
九
六
、
「
余
剰
の
は
け
口
」
理
論
の
再
考
と
半
島
部
マ
レ
ー

　
シ
ア
へ
の
適
用
．
ア
ジ
ア
経
済
三
七
1
　
、
二
⊥
二
。
押
尾
秀
一
、
一
九
九
九
、

　
マ
レ
イ
シ
ア
に
お
け
る
油
ヤ
シ
副
産
物
の
資
料
化
に
技
術
開
発
協
力
、
畜
産
技
術

　
一
九
九
九
年
一
二
月
号
、
一
二
九
－
四
～
。
O
o
議
①
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新
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拓
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る
オ
イ
ル
パ
ー
ム
造
園
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
ゴ
ム
か
ら
オ
イ
ル
パ
ー
ム
へ
の
土
地
利
用
転
換
と
森
林
の
新
規
開
拓
の
比
率
を
数

　
値
化
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
次
の
文
献
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甲
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例
研
究
と
し
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参
考
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う
。
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れ
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い
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わ
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で
は
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い
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具
体
的

　
に
は
、
保
全
区
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が
一
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
「
先
住
慣
習
地
」
が
一
一
万
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
ア
カ
シ
ア
が
植
え
付
け
ら
れ
る
面
積
は
、

　
全
体
の
計
画
地
の
半
分
弱
に
あ
た
る
一
　
一
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

　
れ
で
も
、
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
〇
〇
年
間
か
け
て
植
栽
さ
れ
て
き
た

　
ゴ
ム
の
面
積
を
上
回
る
土
地
が
ア
カ
シ
ア
　
色
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑮
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こ
と
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に
な
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
、
土
地
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
が
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
　
ロ
ー
カ
ル
な
土
地
問
題
か
ら
「
地
球
環
境
間
題
」
へ

（｝

j
　
サ
ラ
ワ
ク
の
環
境
改
変
と
土
地
問
題

マレーシア・サラワク州における環境改変とf環境問題」（祖醸）

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
環
境
改
変
の
歴
史
は
、
い
く
つ
か
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

（～

j
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
後
半
に
至
る
ゴ
ム
園
の
拡
大
一
小
農
に
よ
る
緩
や
か
で
は
あ
る
が
広
範
囲
に
わ
た
る
環
境
改
変
、
（
二
）
一
九
六

〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
商
業
的
木
材
伐
採
の
加
速
”
資
源
収
奪
的
な
環
境
改
変
で
は
あ
る
が
、
択
伐
に
よ
る
劣
化
森
林
の
残
存
、

（
三
）
～
九
九
〇
年
代
以
降
の
オ
イ
ル
パ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
カ
シ
ア
商
業
植
林
一
排
他
的
な
土
地
境
界
設
定
、
残
存
森
林
の
皆

伐
、
お
よ
び
単
一
作
物
の
植
栽
に
よ
る
劇
的
な
環
境
改
変
、
と
い
う
区
分
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
規
模
に
改
変
さ
れ
て
き
た
が
、
木
材
伐
採
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
商
業
植
林
な
ど
、
開
発
が
企
業
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
規
模
と
速
度
が
増
大
し
て
い
く
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
、
現
場
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
土
地
問
題
に
還
元
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
サ
ラ
ワ
ク
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
半
島
部
や
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
も
、
土
地
を
め
ぐ
る
問
題
が
顕
在
化
し
や
す
い
要
素
を
持
っ
て

い
る
。
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
土
地
問
題
を
喚
起
す
る
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
内
陸
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
が
登
記
も
測
量
も
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
地
の
境
界
画
定
が
困
難

で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
先
住
慣
習
地
」
の
新
規
設
定
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
一
九
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
五
〇

年
を
経
た
現
在
で
も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
「
先
住
慣
習
地
」
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
確
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
州
政
府
に
よ
っ
て
、
「
先
住
慣
習
地
」
の
境
界
設
定
に
関
す
る
調
査
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
内
陸
の
広
大
な
二
次
林
を
す
べ
て
調
査
す
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る
だ
け
の
資
金
と
人
材
を
欠
い
て
お
り
、
作
業
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
住
民
自
身
に
よ
る
環
境
改
変
の
場
合
は
大
き
な
問
題
に
な

ら
な
い
巾
政
府
や
企
業
な
ど
の
外
部
ア
ク
タ
ー
が
内
陸
で
開
発
を
行
つ
場
合
は
・
こ
れ
ら
の
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
問
題
が
高
い
頻
度
で
発

生
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
一
部
の
N
G
O
が
G
P
S
を
使
う
な
ど
し
て
、
先
住
民
自
身
に
よ
る
村
落

地
図
作
成
の
作
業
を
支
援
し
た
。
と
こ
ろ
が
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
は
、
二
〇
〇
一
年
に
、
政
府
の
許
可
を
受
け
た
者
以
外
が
地
図
を
作
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

禁
止
し
た
た
め
、
こ
れ
以
降
、
N
G
O
や
住
罠
自
身
に
よ
る
地
図
作
成
は
違
法
行
為
と
な
っ
た
。
彼
ら
が
先
住
慣
習
権
を
明
確
に
「
証
明
」
で

き
る
土
地
は
、
ゴ
ム
の
よ
う
な
永
年
性
農
作
物
が
存
在
し
て
い
る
場
所
や
、
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
継
続
的
な
農
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
所

な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
連
邦
国
家
の
中
に
お
け
る
サ
ラ
ワ
ク
州
の
位
置
づ
け
と
独
自
の
土
地
行
政
が
関
係
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ど
の
国
に
お

い
て
も
、
先
住
民
の
慣
習
的
権
利
を
制
限
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
国
家
運
営
の
名
の
も
と
に
、
先
住
民
の
権
利
が
完
全
に
封
じ
込
め
ら
れ
た

場
合
も
少
な
く
な
い
。
サ
ラ
ワ
ク
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
直
轄
植
民
地
時
代
に
、
先
住
民
の
権
利
を
制
限
す
る
土
地
法
や
森
林
法
が
作
ら
れ

た
が
、
そ
の
な
か
で
も
一
定
程
度
の
先
住
慣
習
権
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
独
立
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
加
盟
の
際
に
、
サ
ラ
ワ
ク
の
歴

史
的
経
緯
や
森
林
資
源
の
重
要
性
等
を
考
慮
し
て
、
土
地
行
政
や
森
林
行
政
は
州
の
管
轄
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た
め
、
植
民
地
時
代
の
土
地

法
・
森
林
法
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
先
住
慣
習
権
も
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
で
も
州
政
府
が
住
民
を
完
全
に
は
押
さ
え
込
め

な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
州
政
府
に
と
っ
て
現
行
法
は
「
厄
介
な
遺
産
」
か
も
し
れ
な
い
し
、
逆
に
先
住
民
に
と

っ
て
は
せ
め
て
も
の
幸
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
連
邦
制
の
中
で
、
半
島
部
の
諸
州
と
比
較
し
て
高
い
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
を
獲
得
し

た
こ
と
に
よ
る
矛
盾
や
歪
が
、
土
地
問
題
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
第
三
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
構
成
の
特
殊
性
が
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
お
い
て
、
内
陸
焼
畑
民
は
基
本
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
国
全
体
で
見
れ
ば
マ
レ
ー
シ
ア
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ラ
ワ
ク
州
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
焼
畑
を
行
っ
て
き
た
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
（
そ
の
多
く
は
非
ム
ス
リ
ム
先
住
民
）
が
州
人
口
全
体
の
四
〇
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
は
、
政
治
的
・
経
済
的
・
宗
教
的
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に
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位
置
づ
け
に
甘
ん
じ
て
い
な
が
ら
も
、
数
の
上
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
な
の
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
サ
ラ
ワ
ク
州
は
独
自

の
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
を
持
つ
た
め
、
州
の
人
ロ
構
成
は
政
策
決
定
上
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
た
だ
、
焼
畑
を
主
要
な
生
業
と
し
て
き
た
人
々
は
、

か
つ
て
は
十
年
～
数
十
年
単
位
で
、
集
落
の
移
転
を
繰
り
返
し
、
土
地
へ
の
帰
属
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
植
民
地
政
府
の
政
策
や
、
ゴ

ム
の
よ
う
な
永
年
性
農
作
物
の
生
産
、
町
の
華
入
商
人
と
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
を
通
じ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
定
住
化
が

　
　
　
　
　
　
③

相
当
進
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
近
代
的
な
土
地
法
は
必
ず
し
も
馴
染
み
や
す
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
数
の

上
で
は
ご
く
わ
ず
か
と
は
い
え
、
土
地
所
有
の
概
念
す
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た
狩
猟
採
集
の
遊
動
民
に
と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
理
解
し
に
く
い

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
先
住
民
と
政
府
や
開
発
企
業
と
の
あ
い
だ
で
、
土
地
の
所
有
や
利
用
・
占
有
と
い
っ
た
概
念
の
把
握
に
、
微
妙
な

ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
れ
が
土
地
問
題
を
い
っ
そ
う
複
雑
に
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
　
「
地
球
環
境
問
題
」
と
し
て
の
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
破
壊

　
本
稿
で
見
た
よ
う
な
サ
ラ
ワ
ク
の
環
境
改
変
は
、
基
本
的
に
輸
出
品
の
生
産
に
関
わ
る
資
源
利
用
・
土
地
利
用
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
経
済
現
象
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
古
く
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
森
林
資
源
を
利
用
し
て
き
た
先
住
民
た
ち
の
生
活
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
。
と
く
に
、
輸

出
品
の
生
産
が
民
間
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
各
地
で
深
刻
な
土
地
問
題
が
噴
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
者
の

多
く
は
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
森
林
資
源
の
劣
化
を
、
政
治
構
造
や
土
地
・
森
林
行
政
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
構
成
な
ど
と
の
関
係
か
ら
指
摘
し
、
ま

た
、
先
住
民
の
権
利
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年
代
末
以
降
、
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
破
壊
を
め
ぐ
る

問
題
が
世
界
的
に
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
単
な
る
局
地
的
な
土
地
の
権
利
闘
争
で
は
な
く
、
生
物
多
様
性
の
減
少
や
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
、
地
球
温
暖
化
等
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
の
「
環
境
問
題
」
、
す
な
わ
ち
「
地
球
環
境
問
題
」
に
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
の
意
味
を
、
よ
り
マ
ク
ロ
的
な
環
境
問
題
認
識
の
流
れ
の
中
で
捉
え
な
お
し
て
み
よ
う
。
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サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
環
境
の
改
変
が
、
国
際
的
に
問
題
化
さ
れ
た
～
九
八
○
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
と
い
う
の
は
、
「
環
境
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
め
ぐ
る
認
識
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
地
球
温
暖
化
の
理
論
は
す
で
に
一
九
世
紀
後
半
に
示
さ
れ
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

五
八
年
に
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
で
確
認
さ
れ
て
い
た
し
、
レ
イ
テ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
『
沈
黙
の
春
』
（
一
九
六
二
年
）
や
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の

『
成
長
の
限
界
』
（
一
九
七
二
年
）
な
ど
は
、
人
類
に
脅
威
を
与
え
る
環
境
の
悪
化
・
汚
染
を
指
摘
し
、
世
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

　
し
か
し
、
～
九
八
○
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
浮
上
し
た
「
地
球
環
境
問
題
」
は
、
圏
際
安
全
保
障
や
国
際
経
済
と
な
ら
ぶ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

主
要
な
国
際
政
治
の
問
題
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
点
に
、
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
「
認
識
論
的
転
換
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

同
じ
時
期
、
「
環
境
問
題
」
は
広
く
一
般
に
も
浸
透
し
始
め
、
圏
際
世
論
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
二

年
頃
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
「
環
境
問
題
」
が
、
従
来
の
東
西
冷
戦
に
代
わ
る
国
際
政
治
の
枠
組
み
と
な
り
う
る
こ
と
に
、
世
界
中
の

人
々
が
気
づ
き
始
め
た
。
つ
ま
り
、
一
九
八
○
年
代
末
～
九
〇
年
代
初
頭
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
球
環
境
問
題
の
政
治
化
」
の
時
期
だ

　
　
　
　
　
⑨

つ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
破
壊
は
、
こ
う
し
た
動
向
と
軌
を
｝
に
し
て
、
欧
米
や
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
国
際
的
な
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
大
木
が
切
り
倒
さ
れ
る
シ
ー
ン
や
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
丸
太
を
引
い
て
赤
茶
け
た
土
壌
が
露
出
し

て
い
る
状
況
な
ど
が
映
像
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
消
失
へ
の
最
大
の
脅
威
と
し
て
、
人
々
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
な
ん
と
な
く
不
安
に
思
わ
れ
て
い
た
「
環
境
問
題
」
が
、
具
体
的
な
森
林
破
壊
の
映
像
を
通
じ
て
、
よ

り
深
刻
で
緊
急
な
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
圏
際
政
治
の
場
で
熱
帯
林
の
破
壊
と
保
全
が

議
論
さ
れ
、
途
上
国
（
熱
帯
材
輸
出
国
）
対
先
進
国
（
輸
入
国
）
の
対
立
構
図
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
伝
統
的
な
「
南

北
問
題
」
で
も
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
「
環
境
問
題
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
お
よ
び
政
治
化
の
過

程
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
土
地
権
利
闘
争
の
問
題
は
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
も
ち
ろ
ん
、
土
地
の
利
用
権
を
め
ぐ
っ
て
、
村
落
間
や
世
帯
間
で
も
め
ご
と
が
　
　
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
、
そ
れ
ら
は
村
落
内
や
村
落
間
で
の
話
し
合
い
で
解
決
さ
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る　れ

。る
　　場

　　合

　　も

　　あ

　　れ

　　ば

「
先
住
民
裁
判
所
」
等
で
の
争
い
に
発
展
す
る
場
合
も
あ

②
前
掲
・
金
沢
（
二
〇
〇
五
）
。

③
前
掲
・
⑦
。
紆
（
も
。
O
O
刈
）
。

④
米
本
昌
平
、
一
九
九
四
、
『
地
球
環
境
問
題
と
は
何
か
㎞
岩
波
書
店
。

⑤
丹
下
博
文
編
、
二
〇
〇
七
、
『
地
球
環
境
辞
典
（
第
二
版
）
』
中
央
経
済
社
。

⑥
前
掲
・
米
本
（
～
九
九
四
）
。
G
・
ポ
ー
タ
ー
、
J
・
W
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
細
田

　
衛
士
監
訳
・
村
上
朝
子
・
児
矢
野
マ
リ
・
城
山
英
明
・
西
久
保
裕
彦
訳
）
、
一
九

　
九
八
、
魍
入
門
地
球
環
境
政
治
』
有
斐
閣
。
（
勺
。
ぽ
さ
○
■
雪
山
ゆ
δ
≦
P
一
．
芝
層

お
　
わ
　
り
　
に

　
6
0
◎
O
ξ
富
N
§
鼠
℃
、
§
ミ
§
ミ
』
㌧
o
、
ミ
撰
偽
馬
ら
§
栽
§
翫
§
．
じ
ヴ
〇
三
畠
①
霊
芝
Φ
ω
零
δ
毛

　
軍
①
。
。
。
・
．
）

⑦
こ
の
時
期
に
、
中
立
を
堅
持
す
る
立
場
を
疑
問
視
し
、
積
極
的
な
発
雷
や
政
策

　
提
雷
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
、
一
部
の
科
学
者
の
態
度
変
更
も
深
く
関
わ

　
っ
て
い
る
。
前
掲
・
米
本
（
～
九
九
四
）
。

⑧
淺
野
敏
久
、
二
〇
〇
八
、
環
境
運
動
の
地
理
学
、
肉
盲
§
～
ミ
O
肉
〇
三
1
一
、

　
一
八
－
二
四
。

⑨
前
掲
・
米
本
（
～
九
九
四
）
。

　
一
九
八
七
年
、
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
少
年
と
、
当
時
の
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
が
話
題
に
な
っ
た
。
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
と
サ
ラ
ワ
ク
州
主
席
大
臣
の
タ
イ
プ
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。

　
ぼ
く
は
一
〇
歳
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
熱
帯
雨
漏
に
住
む
動
物
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
木
材
会
社
が
こ

の
ま
ま
木
を
切
り
続
け
る
の
を
許
し
た
ら
、
熱
帯
雨
垂
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
百
万
の
動
物
も
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
一
人
の
金

持
ち
に
何
百
万
ポ
ン
ド
も
儲
け
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
ぼ
く
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
返
信
は
か
な
り
の
長
文
に
な
っ
た
が
、
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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・
金
持
ち
は
多
額
の
税
金
を
納
め
て
お
り
、
そ
れ
が
重
要
な
税
収
と
な
っ
て
、
貧
困
層
に
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
伐
採
を
停
止
す
れ
ば
、
多
く
の
貧
困
層
が
失
業
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。
君
の
勉
強
の
た
め
に
、
貧
し
い

人
々
の
生
活
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
を
犠
牲
に
す
べ
き
な
の
か
。

・
イ
ギ
リ
ス
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
支
配
し
て
い
た
頃
、
ゴ
ム
園
造
成
の
た
め
に
広
大
な
森
林
が
破
壊
さ
れ
、
多
く
の
動
物
が
死
ん
だ
。
し
か
も
、

ゴ
ム
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
持
っ
て
い
か
れ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
を
も
つ
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

・
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
豊
か
な
国
が
木
材
を
安
く
買
い
叩
く
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
伐
採
量
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
伐
採
量
を
減
ら
せ

と
い
う
な
ら
、
豊
か
な
国
が
よ
り
高
価
で
木
材
を
買
う
べ
き
で
あ
る
。

・
君
は
大
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
動
物
の
勉
強
を
し
た
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
で
、
動
物
の
住
め
る
よ
う
な
森
林

を
再
生
す
れ
ば
よ
い
。
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つ
ま
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、
森
林
破
壊
の
問
題
や
国
内
・
州
内
の
貧
富
の
問
題
（
あ
る
い
は
、
一
部
の
マ
レ
ー
人
政
治
家
お
よ
び
華
人
企
業
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
内
陸
先
住
民
と
の
あ
い
だ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
）
を
、
国
際
的
な
不
平
等
の
問
題
へ
と
す
り
替
え
た
の
で
あ
る
。

　
熱
帯
林
を
め
ぐ
る
環
境
の
問
題
を
国
際
的
な
場
で
議
論
す
る
と
き
に
、
国
内
・
州
内
の
問
題
が
消
え
去
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

サ
ラ
ワ
ク
州
主
席
大
臣
の
タ
イ
プ
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
I
T
T
O
）
か
ら
伐
採
量
を
削
減
す
る
よ
う
勧
告
を
受

け
た
際
に
、
内
陸
少
数
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
へ
の
対
応
に
つ
い
て
他
国
が
言
及
す
る
こ
と
は
、
北
米
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
日
本
の
ア
イ
ヌ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど
の
問
題
に
介
入
す
る
の
と
同
様
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
内
政
干
渉
に
な
る
と
主
張
し
、
他
国
が
マ
レ
ー
シ
ア
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

サ
ラ
ワ
ク
州
内
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
に
は
介
入
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
I
T
T
O
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
、
国
際
的
な
取
引

の
過
程
で
、
国
内
問
題
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
っ
た
。

　
　
④

　
淺
野
は
、
た
と
え
ば
、
一
言
で
「
地
球
温
暖
化
問
題
」
と
雷
っ
て
も
、
国
に
よ
っ
て
地
域
に
よ
っ
て
、
異
な
る
問
題
認
識
を
し
て
い
る
と
述
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べ
て
い
る
。
ま
た
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
ク
レ
イ
ム
を
申
し
立
て
る
の
か
に
よ
っ
て
、
「
環
境
問
題
」
の
あ
り
方
も
異
な
っ
て

　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
る
。
そ
し
て
、
環
境
問
題
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
環
境
団
体
の
言
動
が
と
く
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林

破
壊
の
問
題
は
、
ま
さ
に
環
境
N
G
O
の
ク
レ
イ
ム
が
国
際
世
論
を
動
か
し
、
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
国
際
政
治
の
場
で
も
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
事
例
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
が
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
先
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
の
森
林
破
壊
に
対
す
る
国
際
的
な
非
難
は
、
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
に
対
す
る
「
外
圧
」
と
な
り
、
結
果
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば

以
降
の
木
材
伐
採
量
・
丸
太
輸
出
量
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
は
、
サ
ラ
ワ
ク
へ
の
国
際
的
な
関
心
を

失
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
サ
ラ
ワ
ク
の
「
環
境
問
題
」
に
早
く
か
ら
関
わ
り
続
け
て
い
る
N
G
O
は
、
そ
れ
以
降
も
、
サ
ラ
ワ
ク
の
先
住

民
の
状
況
が
向
上
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
、
木
材
伐
採
に
代
わ
る
薪
た
な
「
ネ
タ
」
を
求
め
て
き
た
。
そ

の
一
つ
が
オ
イ
ル
パ
ー
ム
で
あ
り
、
今
後
は
ア
カ
シ
ア
も
頻
繁
に
問
題
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
際
世
論
に
対
し
て
、
サ

ラ
ワ
ク
の
熱
帯
林
破
壊
を
訴
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
す
で
に
減
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
一
九
九
〇
年
前
後
、
「
環
境
問
題
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
政
治
化
と
い
う
流
れ
に
乗
っ
て
、
サ
ラ
ワ
ク
州
内
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
な
問
題
を
、

地
球
規
模
の
マ
ク
ロ
な
問
題
へ
と
引
き
上
げ
た
環
境
N
G
O
の
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
木
材
伐
採
の
よ
う
な
森
林
か
ら
の
直
接
的
資
源
収

奪
の
時
代
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
商
業
植
林
の
よ
う
な
「
土
地
へ
の
投
資
と
そ
の
回
収
」
と
い
う
、
よ
り
高
次
な
土

地
利
用
の
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
排
他
的
土
地
利
用
の
傾
向
、
つ
ま
り
「
州
有
地
」
か
ら
の
先
住
民
排
除
の
傾
向

は
一
層
強
く
な
る
一
方
で
、
天
然
林
の
破
壊
と
い
う
問
題
性
は
薄
れ
て
し
ま
い
、
国
際
世
論
の
関
心
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
の
よ
う
に
、
問
題
の
フ
レ
ー
ム
を
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
世
界
中
の
関
心
を
サ
ラ
ワ
ク
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に

は
成
功
し
た
も
の
の
、
マ
ク
ロ
な
視
点
で
の
議
論
を
維
持
し
つ
つ
現
場
レ
ベ
ル
の
土
地
闘
争
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
土
地
問
題
が
改
善
し
な
い
背
景
と
い
え
る
。

　
問
題
の
フ
レ
ー
ム
を
高
次
の
レ
ベ
ル
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
論
理
の
な
か
で
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熱
帯
林
を
め
ぐ
る
「
環
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境
問
題
」
と
は
伝
統
的
な
「
南
北
問
題
」
で
も
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

首
相
も
、
本
質
的
に
は
同
様
の
手
法
を
と
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

る
。　

①
竹
内
直
～
編
、
一
九
九
三
、
『
熱
帯
雨
林
と
サ
ラ
ワ
ク
先
住
民
族
－
人
権
と

　
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
守
る
た
た
か
い
輪
明
石
轡
店
。

　
②
佐
藤
仁
、
一
δ
○
二
、
「
問
題
」
を
切
り
取
る
視
点
、
石
弘
之
編
『
環
境
学
の

　
　
技
法
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
四
一
一
七
五
。

　
③
サ
ラ
ワ
ク
に
本
社
を
お
く
大
手
製
材
企
業
社
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
（
二

　
　
〇
〇
八
年
～
二
月
）
。

　
④
前
掲
・
淺
野
（
二
〇
〇
八
）
。

国
際
世
論
に
訴
え
た
と
い
う
点
で
は
、
環
境
N
G
O
も
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

そ
れ
は
あ
る
意
味
、
不
可
逆
的
な
フ
レ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
だ
っ
た
の
で
あ

⑤
J
・
A
・
ハ
ニ
ガ
ン
（
松
野
弘
監
訳
）
、
二
〇
〇
七
、
『
環
境
社
会
学
－
社
会

　
構
築
主
義
的
観
点
か
ら
㎞
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。
（
国
雪
国
σ
q
餌
P
い
》
・
一
〇
り
9
肉
℃
▼

　
§
§
§
§
ミ
旨
き
N
§
」
織
賜
ミ
ミ
q
§
尋
ミ
職
§
ミ
㌧
ミ
愚
ミ
執
緊
ピ
。
巳
曾
四
目
畠

　
乏
睾
鴫
。
野
勾
○
包
a
σ
q
①
昌
）

⑥
前
掲
・
淺
野
（
二
〇
〇
八
）
。

⑦
「
環
境
問
題
」
の
フ
レ
⊥
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
佐
藤
（
二
〇
〇
二
）

　
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）
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Environrnental　Changes　and　“Envi］ronmental　Problems”

　　　　　　　　　　　　　　　　in　Sarawak，　Malaysia

by

SoDA　Ryoji

The　purpose　of　this　study　is　to　outline　the　history　of　environmentai　changes　in

Sarawak，　Malaysia，　and　to　mal〈e　clear　the　process　in　which　the　destruction　of　tro－

pical　rain　forests　was　raised　as　a　global　environmental　issue　in　the　late　20th　cen－

tury　and　then　becarne　neglected　afterwards．

　　The　state　of　Sarawak，　which　is　located　in　northwest　Bomeo，　has　experienced

large－scale　environmental　changes　since　the　early　20th　century；　that　is，　（1）　the

boom　in　rubber　planhng　on　fallow　lands　by　indigenous　smallhoiders　since　1905，　（2）

industrial　extraction　of　timber　ct”ees　in　the　prirriary　forests　since　the　1960s，　and　（3）

oil　palm　and　acacia　plaRtation　develepment　by之he　clea血g　of　secondary　and　de－

teriorated　forests　since　the　1990s．

　　While　the　rubber　planting　by　smallholders　brought　about　few　envii’onmental

problems，　the　timber　and　plantation　industries　have　raised　a　variety　of　severe　con－

ficts　between　indigeRous　smallholders　and　the　government／developers．　Most　of

the　issues　concenting　these　environmental　changes　can　be　attributed　to　land　con－

ficts　caused　by　complicated　land　and　forest　a（iministration．　ln　the　late　1980s，

however，　when　the　forest　degradation　in　Sarawak　began　to　be　known　to　all　over

the　world　due　to　the　coverage　of　the　international　mass　media，　people　recognized

the　problems　in　Sarawak　as　international　politieal　issues　of　eRvironmental　destruc－

tion　which　were　closely　related　to　global　warming　and　the　loss　of　biodiversity．　ln

other　words，　there　arose　an　episterrxic　gap　regarding　the　problems　on　tke　ground

and　those　at　global　level，　and　the　struggle　of　indigenous　peoples　for　land　remained

a墨ocal圭ssue．

It　is　true　that　international　criticism　of　the　Sarawak　government　resulted　in　the

reduction　of　timber　production　in　the　latter　half　of　the　1990s，　and　at　the　same

tirne，　the　temporary　enthusiasm　of　the　international　rnass　media　regardirig　the　des－

truction　of　rainforests　in　Sarawak　began　to　ebb　away．　Actually，　‘post－timber’　land

deve1opment　projects　such　as　oil　palm　plantations　and　acacia　forestatiolt　have

worsened　the　sitaatioR　of　incligenous　peoples’　lives　through　the　imposition　of　more
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severe　restrictions　on　use　of　their　land，　but　these　issues　no　longer　attract　the

attentiori　of　the　international　mass　media．

　　Focus　on　the　rainforest　issues　has　shifted　from　the　land　conflicts　at　the　ground

level　to　the　‘environmental　politics’　at　the　g｝obal　level，　but　local　issues　in　Sarawak

have　been　neglected　and　forgotten　without　any　resolution．　This　has　been　a　tragic

epistemic　turR　for　indigeRous　peoples　in　Sarawak．

The　Experiences　of　Hashiura　Yasuo　in　His　Neighborhood

　　　　　　　　　　　　　　　　　Study　（1925“一1934）

by

TsuRulvEI　Tarou

　　If　you　iook　at　the　iocal　history　studies　from　the　viewpoint　of　Modern　Japanese

Minkangaku，　which　is　the　studies　on　the　minds　and　private　lives　of　the　Japanese

people，　you　wili　realize　that，　from　the　late　1920’s　to　the　mid　1930’s，　many　study

groups　and　loca｝　history　researchers　that　were　scattered　across　3apan　began　reor－

ganizing　themselves　step　by　step，　airrimg　to　establish　Minzokugaku．　During　the

time　period，　Yasuo　Hashiura，　who　was　a　socialist　and　fo“dore　researcher，　was

contributing　to　Yanagida’s　reorganization　activities　in　many　ways，　and　then，

Hashiura　also　left　several　personal　items，　such　as　his　geldwor｝〈　notes，　journals　of

iocal　history　and　folldore，　and　letters　exchanged　with　sevei－al　local　history　resear－

chers．　By　using　these　iterns，　we　were　able　to　closely　examine　the　characterisbics

of　the　local　history　societies　that　had　been　formed　dtmg　the　period　of　the　reorga－

nlzation．　Then　we　investigated　the　local　history　images　that　the　local　history　re－

searchers　had　created　dur血g　the　period．　However，　at　the　t童me　of　o匿illvestiga－

tion，　we　also　turned　the　spotlight　on　the　foilowing　point．　ln　order　to　associate

what　is　caHed‘‘local　historジ，　which　has　been　a　weH－organized　academic　field，　wkh

other　concerned　institutes　and　researchers．　we　have　to　consider　how　the　idea　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

the　local　history　can　work　in　order　to　form　and　represent　hurnan　natures．

　　Untike　the　other　sociatist　activists　who　worl〈ed　in　the　1920’s，　Hashiura　was　cap－

able　of　judging　other　activists，　depending　on　how　sincere　they　were．　Naturally，　he

was　able　to　receive　a　position　free　from　the　human　struggles　caused　by　Anarchism

and　Bolshevism　of　the　time．　Later　on，　when　he　carried　out　fieldworks　as　a　folldore

researcher，　this　position　enab！ed　hni　to　con£act　the　local　people　without　rnixing　up
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